
入
間
川
小
学
校

は
、
個
性
を
育
む

開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に

子
ど
も
た
ち
が
意

欲
を
も
っ
て
自
主

的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
各
教
室
に
は
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
が
併
設
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
学
習
や

個
別
学
習
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
形
態

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
校
舎

２
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
各
学
年
間

の
交
流
や
児
童
の
自
主
的
な
学
習
活
動
、

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
に
利
用
で

き
ま
す
。そ
し
て
、情
報
教
育
の
一
環
と
し

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
を
設
置
し
、
図
書

室
や
講
堂
な
ど
に
も
配
線
や
端
末
を
整
備

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
利
用
・
接
続
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
主
な
内
容

▼
従
来
の
廊
下
に
代
わ
り
、
普
通
教
室
全

て
に
間
仕
切
り
の
な
い
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

を
併
設

▼
複
数
学
級
に
よ
る
授
業
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
２
つ
の
教
室
の
間
に
可
動
間
仕
切

り
を
設
置

▼
低
学
年
用
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
、

遊
び
や
談
話
、
学
年
集
会
な
ど
に
利
用
で

き
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
床
暖
房
）

を
設
置

▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
ほ
か
、
職
員
室
を

は
じ
め
、多
目
的
ホ
ー
ル
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
、図
書
室
や
講
堂
な
ど
で
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
利
用
が
可
能

▼
校
舎
を
つ
な
ぐ
渡
り
廊
下
に
太
陽
と
宇

宙
を
描
い
た
ド
ー
ム
天
井
を
も
っ
た
２
つ

の
塔
を
設
置

▼
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
が
満
載

間間仕仕切切りりののなないい各各教教室室はは、、ググルルーーププ学学習習ななどど
にに使使用用ででききるる活活動動ススペペーーススをを併併設設

今今
年年
、、
創創
立立
１１
２２
５５
周周
年年
をを
迎迎
ええ
るる
入入
間間
川川
小小
学学
校校
はは
校校
舎舎
のの
老老
朽朽
化化
とと
狭狭

山山
市市
駅駅
西西
口口
周周
辺辺
のの
再再
開開
発発
のの
たた
めめ
、、
平平
成成
１１００
年年
度度
よよ
りり
広広
瀬瀬
橋橋
東東
側側
にに
新新
校校

舎舎
のの
建建
設設
をを
進進
めめ
てて
きき
まま
しし
たた
。。
市市
内内
小小
中中
学学
校校
のの
中中
でで
もも
長長
いい
歴歴
史史
をを
持持
つつ

同同
校校
はは
、、
次次
代代
にに
ふふ
ささ
わわ
しし
いい
多多
様様
なな
学学
習習
機機
能能
とと
とと
もも
にに
、、
自自
然然
エエ
ネネ
ルル
ギギ

ーー
をを
利利
活活
用用
でで
きき
るる
設設
備備
をを
もも
ちち
、、
地地
域域
にに
開開
かか
れれ
たた
新新
しし
いい
小小
学学
校校
とと
しし
てて

４４
月月
１１００
日日
にに
はは
始始
業業
式式
とと
入入
学学
式式
がが
行行
わわ
れれ
、、
「「
環環
境境
にに
配配
慮慮
しし
たた
学学
校校
施施
設設

（（
県県
内内
初初
のの
エエ
ココ
スス
クク
ーー
ルル
））」」とと
しし
てて
新新
たた
にに
スス
タタ
ーー
トト
しし
まま
しし
たた
。。
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全
国
で
も
数
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い

県
内
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自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
・
多
彩
な
学
習
機
能
・
市
民
開
放
型
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入間川小学校は、太陽・風・水などの自
然エネルギーなどを利活用する県内初のエ
コスクールです。講堂の屋根に太陽光発電
設備を、校舎の屋根には風力発電設備を設
置するほか、太陽熱を利用したプール、さ
らに校舎などの屋根に降った雨水を散水に

利用するなど、自然エネルギーを利活用し、環境学習のための身
近な教材として大いに期待されます。

●主な内容

▼講堂の屋上に２０kwの太陽光発電設備を設置。講堂または、２０
教室の照明をまかなうとともに非常時の照明用として５kwの
蓄電池を併せて設置 ※売電も可能

▼校舎の階段室上部に２５０wの風力発電設備を設置
※自然観察林（ビオトープ）の池への酸素供給用動力や旧入間
川小学校から移設した門柱に明かりを
灯す電力などに利用

▼上屋に透明な屋根材を使用、太陽熱
を利用し水温や室内温度を温め、３シ
ーズン利用可能な省エネ型のプールを
設置

▼校舎や講堂の屋根に降った雨を地下
に貯留し、グラウンドや植栽への散水
に利用

▼環境教育の教材として、太陽光および風力発電の状況を一目
で確認できる表示パネルを設置
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地地域域ににもも開開放放すするる省省エエネネ型型ののププーールルはは太太陽陽熱熱をを利利用用しし３３
シシーーズズンン利利用用がが可可能能

風風力力発発電電設設備備

ラランンチチタタイイムムををははじじめめ学学年年集集会会、、作作品品展展示示、、保保
護護者者やや地地域域交交流流のの場場ななどどににもも利利用用ででききるる多多目目的的
ホホーールルをを設設置置

●
問
い
合
わ
せ
教
育
総
務
課
へ

内
線
５
６
３
５

旧旧入入間間川川小小かからら移移設設ししたた正正
門門はは未未来来へへ続続くく歴歴史史のの道道

ま
た
、
入
間
川

小
学
校
は
、
地
域

開
放
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム
や
特
別
教

室
、講
堂
、プ
ー
ル
な
ど
を
生
涯
学
習
や
集

会
な
ど
の
た
め
に
地
域
に
開
放
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
、校
舎
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
ほ
か
各
施
設
へ
の
ス
ロ
ー
プ
や
障

害
者
用
の
ト
イ
レ
な
ど
、
だ
れ
も
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
留
守
家
庭
の
児
童
を
支
援
す
る
学

童
保
育
室
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
内
容

▼
学
校
開
放
の
中
心
施
設

と
し
て
、
校
舎
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ル
ー
ム
を
設
置
し
、
生

涯
学
習
や
集
会
、
打
ち
合
わ

せ
場
所
な
ど
と
し
て
幅
広
い

利
用
が
可
能

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
講
堂
を
は

じ
め
校
舎
内
の
多
目
的
ホ
ー

ル
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
お
よ
び
図
画

工
作
室
な
ど
の
特
別
教
室
並
び
に
プ
ー
ル

を
開
放

▼
各
施
設
の
出
入
り
口
の
ス
ロ
ー
プ
、
身

障
者
や
高
齢
者
が
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
、

更
衣
室
な
ど
を
整
備
し
、
段
差

を
な
く
す
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
校
舎

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

▼
学
校
敷
地
は
、
門
扉
や
フ
ェ

ン
ス
を
極
力
設
置
せ
ず
、
開
放

的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
地
域
と

の
交
流
を
促
進

▼
平
成
１２
年
４
月
１
日
か
ら
非

常
災
害
時
の
避
難
場
所
に
指
定

講講堂堂のの屋屋上上にに設設けけらられれたた太太陽陽光光発発電電設設備備

広報さやま

平成12年4月10日号

広報さやま

平成12年4月10日号


